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１ はじめに 

 本校は普通科５クラスで編成されており、生徒の

進路希望に応じて、２年次より、類型別のクラス編

成を行っている。 

 私は今年度、２年生Ⅰ類型(主に国公立文系大学

への進学を希望するクラス)を担当しており、数学

Ⅱ・数学Ｂにおける教科指導を行っている。本校の

生徒は比較的落ち着いて授業に臨める生徒が多く、

真面目に授業を受けることができている。しかし、

数学に対して苦手意識が強い生徒も多く、積極的に

問題に取り組んだり、議論をしたりすることが少な

い。グループワークでも、他の生徒にすぐに解答を

教えてもらう生徒が多く、思考を深める授業に至ら

ないことが多い。そこで、生徒に興味・関心を持た

せ、数学的なものの見方や考え方を高めることを目

的として、「ハノイの塔」を取り上げた。また、授業

後の生徒の感想の中に、「塔がもっとあれば簡単だ

ったのに。」という記述を見つけた。そこで、塔を

１本増やし、４本のハノイの塔で規則性を見つける

課題学習を行うこととした。 

 

２ 実践計画 

⑴ 実践時期 

数学Ｂ「数列」の終わりの授業 

⑵ ハノイの塔について 

ハノイの塔は数学者エドゥアール・リュカが考

案したパズルゲームであるが、数学者リュカによ

る創造上のストーリーがあり、生徒の関心を惹く

ため問題として掲示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 授業実践 

⑴ ３本のハノイの塔 

７班に分かれてそれぞれハノイの塔を用意し、

実際に手を動かしながら、円盤の枚数に応じた最

小移動回数を数えさせた。最初は、最小移動回数

かどうかの確かめを行っていないため、班ごとの

回数を持ち寄り、その中の最小値を仮の回数とし

て設定した。班ごとに差はあったが、円盤が５枚

辺りから規則性を見つけ、計算をしてから試行す

る班が見受けられた。またある班では、円盤の動

かし方について、最下段の円盤を動かすには上部

すべてを別の塔に移す必要があることを発見し、

上部を動かした後の状態からスタートする手法

をとっており、漸化式の本質を捉えた手法に驚か

された。具体的な規則性を尋ねたところ、階差数

列として考えている班や漸化式として考えてい

る班があったため、クラス全体に班で見つけた規

則性を発表させ、情報共有を行った。以下は、生

徒が見つけた、または予想した規則性である。 

  ・2𝑛ずつ増えている。 

・前の最小回数の２倍に１を足したものである。 

  ・移動する際、同じ色の円盤が重ならない。(使

用したハノイの塔は偶数番目と奇数番目で色

が異なる)  

その後、円盤が 𝑛 枚のときの最小移動回数 

𝑎𝑛を考えさせた。多くの生徒は階差数列として

𝑎𝑛 = 2𝑛 − 1 を求めていた。ある生徒に、なぜ漸

化式を使わなかったのか聞いたところ「どうやっ

て作ればいいか分からなかった。」と回答があっ

た。これまで、漸化式を立てる経験がなかったた

め、立式が出来なかったようである。 

 
    図１ 生徒のワークシート(1) 



⑵ ４本のハノイの塔 

前述したとおり、前回の授業の感想欄において、

塔を増やせば簡単に動かせるのではないかとい

う疑問があった。生徒の思考力を養うために塔を

４本に増やし、最小移動回数の規則性を考える課

題学習を行った。なお、課題学習で使用したハノ

イの塔は３本だったため４本目は仮想で行うよ

うに指示した。 

前時と同様に７班に分かれて試行を行った。ま

ず時間がかかったのは、最小回数の検出である。

試行を何度も行い、最小回数を見つけるのに苦労

していた。３本の時と違い、円盤の分け方が数通

りあったためであると推測する。円盤の分け方を

変えるように誘導すると、うまくできているよう

であった。 

 

  
４本のハノイの塔に取り組んでいる様子 

 

３本の時と同様に、階差による規則性を見出し

ている班がいた。図２は生徒が見つけた規則性で

ある。隣接２項間の差が 

2,2,4,4,4,8,8,8,8,・・・ 

となることを見つけていた。この規則性の検証は

できなかったが、階差が群数列となることに着目

して、数列を考えようとする様子が伺えた。 

 

図２ 生徒のワークシート(2) 

４ 実践の成果と課題 

今回の実践では、身近なゲームの内容であり、生

徒も意欲的に取り組めていた。数学的な思考を養う

上で、実際に動かしながら考えることの重要性を改

めて気付かされた。塔を増やす発想には驚かされた

が、思考が深まった結果であると推測する。生徒か

らは次のような感想が出た。 

 

・ハノイの塔の原理や規則性に気付くことができ

た。友達が階差数列で式を求め始めたときは驚い

た。 

・漸化式の仕組みを具体的に体験することができ

て分かりやすかった。 

・４本のほうが簡単だと思っていたけど実際やっ

てみると複雑で驚いた。 

 

 生徒から「２進数とのつながりがあるのでは」「プ

ログラミングすると楽にできそう」など、教科を超

えた意見もあり、思考の広がりを実感することが出

来た。 

今回の課題学習では、４本の時の移動の仕組みに

ついては理解している生徒が見受けられたが、規則

性を検証することが出来なかったことが心残りで

ある。今後の課題として、仕組みと規則性の関係性

を検証させていきたい。今後も実体験を伴う活動を

通して、日常の中にある数学的なものの見方や考え

方を、様々な単元で実施していきたい。 
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